
「はしかけ制度」とは 

「はしかけ」とは、男女の間にはいって縁談のきっかけをつくる人を指す言葉です。

本来の意味とは違いますが、人と人の出会いを応援する人の役割が「はしかけ」の活

動に通じると考え、この名称を使用しています。 

「はしかけ制度」とは、琵琶湖博物館の理念に共感し、共に琵琶湖博物館を作って

いこうという意志を持った方のための登録制度です。登録を行うことで博物館内外で

の活動ができ、活動に関する情報を知ることができます。また、自分たちで様々な活

動を企画・運営することができます。「はしかけ制度」は 2000年に発足し、2022年 10

月現在、25グループ、390人の会員数となっています。 

 

※琵琶湖博物館の理念として、「湖と人間」をテーマとし、琵琶湖とその集水域および

淀川流域の自然、歴史、暮らしなどについて理解を深め、地域の人びとと共に「湖と

人間」のよりよい共存関係を築くことを目指しています。 
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